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「大
だいあくだいぜん
悪大善御

ご
書
しょ
」

　大
だい

事
じ

には小
しょう

瑞
ずい

なし。大
だいあく

悪お
起

これ

ば大
だいぜん

善き
来

たる。すでに、大
だいほうぼう

謗法、

国
くに

にあり。大
だい

正
しょう

法
ほう

、必
かなら

ずひ
広

ろまる

べし。各
おのおの

々なにをかな
歎

げかせ給
たも

う

べき。迦
か

葉
しょう

尊
そんじゃ

者にあらずとも、ま
舞

いをもま
舞

いぬべし。舎
しゃ

利
り

弗
ほつ

にあら

ねども、立
た

ってお
踊

どりぬべし。上
じょう

行
ぎょう

菩
ぼ

薩
さつ

の大
だい

地
ち

よりい
出

で給
たま

いしに

は、お
踊

どりてこそい
出

で給
たま

いしか。

　　（御書新版２１４５ページ・御書全集１３００ページ）

　大
だい
事
じ
の起

お
こる前

まえ
には小

ちい
さな瑞

ずいそう
相はな

い。大
だいあく
悪が起

お
これば大

だいぜん
善がくる。すでに

大
だいほうぼう
謗法が国

くに
にある。それゆえ、大

だい
正
しょう
法
ほう

は必
かなら
ず広

ひろ
まるであろう。あなたたちは

何
なに
を嘆

なげ
かれることがあろうか。（必

かなら
ず大

だい

善
ぜん
がくるとの喜

よろこ
びに）迦

か
葉
しょう
尊
そんじゃ
者でなく

ても、舞
まい
を舞

ま
うべきところである。舎

しゃ

利
り
弗
ほつ
でなくても、立

た
って踊

おど
るべきとこ

ろである。上
じょうぎょう
行菩

ぼ
薩
さつ
が大

だい
地
ち
から現

あらわ
れた

時
とき
には、まさに踊

おど
り出

で
られたのである。

困
こんなん
難こそ成長のチャンス

　みなさんこんにちは、レオです！　寒い日が続く
けど、今月も御書を学んで心を燃やし、元気に頑

がん
張
ば

ろう！
　今回学ぶ「大

だいあくだいぜん
悪大善御

ご
書
しょ
」は、一部のみが伝えら

れているお手紙のため、いつ、誰
だれ
に与

あた
えられたのか

は不明です。内容から、「蒙
もう
古
こ
襲
しゅう
来
らい
」（文永の役）な

どにより社会が騒
そうぜん
然とする中で、日蓮大聖人が苦

く
闘
とう

する門下を激
げきれい
励するために認

したた
められたものと考えら

れています。
　大聖人が「立

りっ
正
しょう
安
あんこくろん
国論」で示された自

じ
界
かいほん
叛逆

ぎゃく
難
なん

（内
ないらん
乱）、他

た
国
こくしんぴつなん
侵逼難（他国からの侵

しん
略
りゃく
）が「二月

騒
そうどう
動」や「蒙

もう
古
こ
襲
しゅう
来
らい
」として現実になり、大聖人の

門下も、所
しょ
領
りょう
没
ぼっ
収
しゅう
などの迫

はくがい
害を受けていました。

　本
ほん
抄
しょう
では、戦

せんらん
乱などといった大悪に嘆

なげ
く必要は

なく、むしろ、大悪が起こることは大善の仏法が
広まる前

ぜん
兆
ちょう
と捉

とら
え、喜

よろこ
び勇

いさ
んで前進していく姿

し
勢
せい

を教えられているよ。つまり、僕
ぼく
たちの人生にお

いても、困
こんなん
難こそ幸福や勝利へのカギになるとい

えるんだ。
　でも、ここで大事なのは、大悪が起こった後に、
自然に大善が起こるわけではないということ。法華
経には、末法の時代に、仏法を弘

ひろ
める主役として、

地
じ ゆ
涌の菩

ぼ
薩
さつ
が登場するんだけど、地涌の菩薩は、ど

んな苦
く
難
なん
の中でも、勇気を出して仏法を弘

ひろ
めていく。

今回の御
ご
文
もん
に出てくる上行菩薩は、その地涌の菩

薩のリーダーなんだ。地涌の菩薩というのは、信心
根
こんぽん
本に頑

がん
張
ば
る僕たちのことでもあるよ。だから、大

変な時こそ題目を唱えて、勇気の心で前進すること
が、大悪を大善に変えるカギになってくるね。
　池田先生は、「厳

きび
しい冬を乗

の
り越

こ
えてこそ、春に

美しい花が咲
さ
き薫

かお
る。どれだけ寒さが厳

きび
しくても、

木々は一つも文句を言わず、じっと耐
た
える。そして

少しずつ着実に、養分を吸
きゅうしゅう
収している。万

ばん
事
じ
、大変

な時こそ、本物の強さが身につくのです」と教えて
います。
　「つらい」「苦しい」「大変」こそ、〝成長するチャ
ンスだ！〟と決めて、毎日楽しく前進していこう！


